



















































































































































求された。それは筆先 0.1 mm の極細のペンを使い，筆を















































































　ここでは，そのうちの「MUJI AWARD 04 in CHINA」
にて深澤直人推薦に選ばれた作品について述べておく。こ
のコンペは，｢未来のくらしに続くデザイン｣ というテー
マのもと，49 カ国から 4,824 点の応募があった。そのなか
で，当時の勤務先の同僚である伊藤るみえ氏と共作で出品
した『紙の三角コーナー』が，深澤直人推薦に選ばれた。
深澤直人氏は，グッドデザイン賞の審査員長を務めるなど，
日本を代表するプロダクトデザイナーである。
　｢未来のくらしに続くデザイン｣ というテーマに対して，
私たちがデザインしたものは，使用していない時のプロダ
クトの在り方の提案であった。台所は食品を扱うところで
あるため，当たり前ではあるが，衛生面に注意しなければ
ならない。しかし，樹脂製の三角コーナーはどうであろう
か。常に同じところに居座り，雑菌を溜め込んでいる。便
利な生活はモノを増やし，ただでさえ狭い日本の家をより
狭くしている。そして，日本らしい簡素な佇まいは今まで
以上に姿を消していく。先述の「余白のデザイン」を持ち
─（49）─
出すならば，美しい佇まいは混沌の中には決して生まれな
い。そのモノを際立たせる余白があってこそ，美しいとい
えるのである。これは造形の審美についてであるが，今は
ライフスタイルとしてもミニマルな生活に注目が集まって
いる。未来のくらしとは，便利なものがどんどん増えてい
くというよりは，むしろ一時的な利便性を求めすぎたモノ
たちが姿を消していくのではないかと考えた。日本は安価
で便利なものがすぐ手に入る。しかし，そのようなもので
埋め尽くされた生活が豊かであるとは限らない。
　『紙の三角コーナー』は紙製の自立する三角コーナーで
あり，使用後はすぐに捨てられるため，雑菌を溜め込むこ
とはない。そして，見た目にも衛生面においても，流し台
を美しく保つことができるものである。
　使用素材にはコーヒーフィルターと同じ素材を考えてい
た。この話を聞いて，コーヒーフィルターを三角コーナー
に入れて使用したことを思い出した人はいないだろうか。
『紙の三角コーナー』は一つの提案にすぎず，今あるモノ
余りの生活を見直す機会になればと考えたものである。そ
して，その機会を創出するために，生活者の行動と結びつ
きやすいところに落とし込むことで，その理解を得ていき
たいと考えたものである。
　このようなデザインの公募コンペは，自分の考えをまとめ
るのに良い機会だと思っている。また，それを通して様々
な経験や出会いもあり，学校では経験できない学びがある
と，学生にも出品を勧めている。これに応える形で，学生
も難しいコンペにチャレンジし，結果を残してくれている
のは本当に嬉しい。このような話をすると，学生をコンペ
に参加させてほしいという話があるが，これは学生が決め
ることである。
4. パッケージデザイン
　大学院では視覚デザインを専攻し，パッケージデザイン
を専門としてきた。理由は当時の自分には得意とするサイ
ズ感があると感じていたからである。あるいはむしろ，と
にかく自分の手の中に収まる範囲のものが好きだったとい
う方が正直なところだろう。実は，私の仕事はグラフィッ
クデザイン領域とプロダクトデザイン領域であるが，学部
4 年間は空間系のデザインを専攻していた。当時は空間系
のデザインをやりたかったのだと思うが，いざやってみる
と，あまりしっくりくるものではなかった。恐らく興味の
矛先は，自分の想像が及ぶ手の中に収まるものだったので
あろう。学生に，将来どんなことをやりたいかと問うこと
があるが，私の場合はそんな理由であった。加えていうな
らば，パッケージデザインはグラフィックデザインとプロ
ダクトデザインの両方に跨がっているということも魅力的
な点であった。そして，その要件を満たすど真ん中の職業
が，化粧品のデザイナーである。容器は樹脂やガラス，金
属などを金型で成形して作る。そして，それを入れる紙製
の箱には美しいグラフィックを施すことができる。実に，
魅力的な職業に思えた。就職活動は苦労した方ではあった
が，最終的には化粧品を主力とするポーラ化成工業株式会
社にお世話になることができた。ポーラ化成工業株式会社
は，ポーラ・オルビスグループの研究・生産部門を担当す
る会社である。さらに幸運なことに，同グループは化粧品
に留まらず，食品や医薬品なども販売しているため，様々
なデザイン業務に携わることができた。
　実際に，パッケージデザインという仕事に就いていた経
験から，その魅力について述べるとすれば，パッケージは
ブランドの「顔」であり，その商品のイメージを構築でき
るところである。テレビ番組で，利き酒ならぬ「利き〇〇」
というゲームを目にすることがある。これを見ると，人の
味覚がいかに曖昧なのかが分かる。少なからず，ブランド
は味覚情報だけではなく，視覚情報によっても形成されて
いることを感じる。この事例と似たような経験も仕事を通
して体感することができ，パッケージデザインの重要性を
知る機会を与えてくれたポーラ化成工業株式会社には感謝
している。
5. おわりに
　現在，デザインという言葉が多様な意味を持ち，私は実
際に目に見える形にしていくという意味の「狭義のデザイ
ン」のデザイナーとなった。もちろん，少し川上の，広義
に触れる部分にも多少なりともチャレンジしている。しか
し，私の好きな領域は手の中に収まるサイズのモノを作る
ことで，それは今も変わりない。私にとって身近な言葉で
あったデザインは，前よりも少し使いにくい言葉になって
しまったが，それだけ社会の中で使われる言葉となったこ
とは喜ばしいことである。
　最後に，私はこれからもデザイナーという肩書きを捨て
ることはない。そして，できることならば社会が求めるデ
ザイナーに近付けるように，もう少し様々なところに活動
の場を広げていきたいと思っている。
 （いとう　けんたろう　　環境デザイン学科）
